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1 契約者数推移 

契約者数は引き続き増加傾向 

au純増数 

契約者数推移 

(百万) 

41.0 
41.6 

42.4 

43.5 

44.1 

44.6 

※出典：ＴＣＡ統計データより 



2 デバイス数推移等 
デバイス数は順調に成長し、 
スマートフォン浸透率も上昇 

auスマートフォン浸透率 一人当たりモバイルデバイス数 

注) プリペイド、MVNOを除く 
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800MHz／700MHzをベースバンドに、 
その他バンドについては容量バンドとして活用 

(ルーラルの一人あたりのスループットは十分確保) 

※()内、3GPP Band# 

都心部 

800MHz(B18) 

2.1GHz(B1) 

700MHz(B28) 

(参考)2.6GHz(B41) 

3.5GHz(B42) 

ベ
ー
ス
バ
ン
ド 

容
量
バ
ン
ド 

ルーラル ルーラル 

トラヒック分布 

エリア展開の考え方 

1.5GHz(B11) 



4 データトラヒック予測(KDDI) 

出典：Cisco VNI Mobile、2015 年 

 ‘20年度には’14年度比「約5~11倍」に増加する見通し 
上りデータトラヒックも同様な傾向 

※Cisco社予測では’19年に’14年比「約10倍」 

約11倍 
（年率：約1.5倍） 

約10倍 
（年率：約1.57倍） 

上りトラヒック 
(端末→NW) 

約5倍 
（年率：約1.3倍） 

Cisco社予測 



5 下りキャリアアグリゲーション(CA)運用状況 

■3つの周波数を利用したキャリアアグリゲーションが一部エリアから開始 
 700MHｚ/800MHｚ/2GHｚの3波を利用し、山形県の一部エリアより、受信最大300Mbps 
 を開始。【対応機種】Xperia™ Z5 SOV32  

受信最大 
75Mbps 

700MHz(10MHz幅) 
＋ 

(10MHz幅) 

(20MHz幅) 

受信最大 
300Mbps 
(一部エリア) 

 2014年5月に国内初のキャリアアグリゲーション
(CA)導入、その後順次高速化を実施 

2015年10月 

2015年4月 

高速化 

2014年5月 国内初CA開始 

※第26回 電波産業会 電波功績賞 
 総務大臣表彰を受賞 
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3.周波数利用効率 1.局密度 無線システム容量 2.周波数帯域幅 

多値化 
アンテナ技術 

 
小セル・多セル化 

高密度化 
 

大容量・高速化への対応 

更なる周波数有効利用により 
LTEネットーワークの容量逼迫解消 

2. 周波数帯域幅/新たな利用法 
 

3. 周波数利用効率 
1. 局密度 

無線容量 

800 
2.1
G 

2.1
G 

3.5 
3.5 

 
 

5G 

800 
2.1
G 

700 

CA、新周波数 

小セル化 

16QAM 256QAM 64QAM 

多値化 

広帯域化(CA) 
新周波数 



7 上りキャリアアグリゲーション(CA) 

上りキャリアアグリゲーション(CA)の導入により、 
更なる高度化と周波数有効利用を実現 

(2017年度以降導入検討中) 

セルA 

f1 

f2 

Carrier aggregation(CA) 

セルB 

(注) 3GPPにおいて、CAにおける帯域外不要
発射の強度等の規定は、それぞれ個別の
周波数の規定と同一のため、新たな干渉
検討は不要 
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下りリンクデータチャネルの変調方式について、 
更なる多値化により周波数有効利用を実現 

(2017年度以降導入検討中) 

QPSK、16QAM、64QAM (3GPP Release 11まで) 
 

QPSK、16QAM、64QAM、256QAM (3GPP Release 12) 

256QAM 

150Mbps 
200Mbps 

64QAM 256QAM 

理論上 
1.33倍に！ (注) 3GPPにおいて、変調多値

数による帯域外不要発射の
強度等の規定の違いはなく、
新たな干渉検討は不要 
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